
別紙２ 

学校から警察への連絡基準 
 
 
問題行動等の発生 

学校内だけでは解決が難しく、 
警察の対応が必要な問題行動 

（例 深刻な暴力、刃物を使った傷害等） 

内容が悪質で社会的反響が 
大き問題行動 

（例 援助交際、薬物使用等） 

複数の学校の児童・生徒や非行集団・ 
不良グループが関係した問題行動 

（例 暴走族、深刻な学校間抗争等） 

児童・生徒が犯罪に巻き込まれたり、 
被害者となったりすることを防ぐために 
警察の協力が必要な場合（例 児童虐待等） 

その他、校長が警察へ連絡することが 
特に必要と判断する問題行動 

学校から警察に連絡しない 

 
・学校内の対応で問題行動の解決が図られる。 
・保護者と協力し、学校と家庭での指導が充実する。 
・地域社会、警察以外の関係機関との連携によって問題行動の解決が図られる。 

連絡しない例 
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